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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
互いに隣接する複数の記録領域を有する光情報格納媒体に前記記録領域より広く参照光を
入射する光学系と、
前記光情報格納媒体で再生される光のうち選択された記録領域で再生される選択再生光は
通過させ、前記記録領域の周辺で再生される隣接再生光を分離するフィルタと、
前記フィルタで分離された前記選択再生光を検出する再生光検出器と、
前記フィルタで分離された前記隣接再生光を検出する隣接再生光検出器と、
前記隣接再生光検出器で検出された前記隣接再生光を比較して前記選択再生光の再生条件
を制御する制御部とを備え、
前記記録領域は、複数個のトラックを形成し、前記参照光は前記トラック毎に異なるオフ
セット角度を有する多重化角度に入射されることを特徴とする光情報処理装置。
【請求項２】
前記フィルタの前記隣接再生光が入射される面には、前記隣接再生光を反射させる反射層
が形成されたことを特徴とする請求項１記載の光情報処理装置。
【請求項３】
前記光情報格納媒体と前記フィルタとの間には、前記再生光の偏光方向を変更する波長板
が備えられ、前記波長板と前記光情報格納媒体との間には前記フィルタで反射された前記
隣接再生光を前記隣接再生光検出器に進行させる偏光ビームスプリッタが備えられたこと
を特徴とする請求項２記載の光情報処理装置。
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【請求項４】
前記再生条件は、前記参照光の入射角度、前記光情報格納媒体のティルティング状態のう
ちいずれか一つであることを特徴とする請求項１記載の光情報処理装置。
【請求項５】
前記トラックは、互いに異なる直径を有する円形、螺旋型、直線、サインカーブ（ｓｉｎ
ｅ ｃｕｒｖｅ）形態のうちいずれか一つからなることを特徴とする請求項１記載の光情
報処理装置。
【請求項６】
前記光情報格納媒体は、ディスク（ｄｉｓｋ）、カード（ｃａｒｄ）形態のうちいずれか
一つからなることを特徴とする請求項１記載の光情報処理装置。
【請求項７】
前記トラック内の互いに隣接した前記記録領域と前記トラック間の互いに隣接した前記記
録領域は部分的に重畳されたことを特徴とする請求項１記載の光情報処理装置。
【請求項８】
前記選択再生光の検出は前記トラックのうち最初トラックと最後トラックを除外した残り
の前記トラックから検出することを特徴とする請求項１記載の光情報処理装置。
【請求項９】
互いに隣接する複数の記録領域を有する光情報格納媒体で選択された記録領域に前記選択
された記録領域より広く参照光を入射し、
前記選択された記録領域の隣接記録領域で再生される複数の隣接再生光を検出し、
前記隣接再生光を比較して選択再生光の再生条件を制御した後、前記選択再生光を取得し
、
前記記録領域は、複数個のトラックを形成し、前記参照光は前記トラック毎に異なるオフ
セット角度を有する多重化角度に入射されることを特徴とする光情報再生方法。
【請求項１０】
前記記録領域に入射される参照光は、参照光が入射可能な限界角度まで照射され、前記限
界角度を外れる入射角は前記限界角度範囲内の角度に変更されて照射されることを特徴と
する請求項９記載の光情報再生方法。
【請求項１１】
前記再生条件は、前記参照光の入射角度、前記光情報格納媒体のティルティング状態のう
ちいずれか一つであることを特徴とする請求項９記載の光情報再生方法。
【請求項１２】
前記トラック内の互いに隣接した前記記録領域と前記トラック間の互いに隣接した前記記
録領域は部分的に重畳されたことを特徴とする請求項９記載の光情報再生方法。
【請求項１３】
前記選択再生光の取得は、前記トラックのうち前記光情報格納媒体の最初トラックと最後
トラックを除外した残りの前記トラックから取得することを特徴とする請求項９記載の光
情報再生方法。
【請求項１４】
互いに隣接する複数の記録領域を有する光情報格納媒体で選択された記録領域に前記記録
領域より広く参照光を入射し、
前記選択された記録領域の隣接記録領域で再生される複数の隣接再生光を取得し、
前記隣接再生光を比較して選択再生光の再生条件を制御し、
前記記録領域は、複数個のトラックを形成し、前記参照光は前記トラック毎に異なるオフ
セット角度を有する多重化角度に入射されることを特徴とする光情報サーボ制御方法。
【請求項１５】
前記再生条件は、前記参照光の入射角度、前記光情報格納媒体のティルティング状態のう
ちいずれか一つであることを特徴とする請求項１４記載の光情報サーボ制御方法。
【請求項１６】
前記複数の隣接再生光の取得は、前記隣接再生光の偏光方向を変え、前記隣接再生光を前
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記隣接再生光が進行する反対方向に反射させ、反射された前記隣接再生光の経路を変更さ
せ、経路が変更された前記隣接再生光の光量を検出することを特徴とする請求項１４記載
の光情報サーボ制御方法。
【請求項１７】
前記記録領域に入射される参照光は、参照光が入射可能な限界角度まで照射され、前記限
界角度を外れる入射角は、前記限界角度範囲内の角度に変更されて照射されることを特徴
とする請求項１４記載の光情報サーボ制御方法。
【請求項１８】
互いに隣接する複数の記録領域を有する光情報格納媒体に前記記録領域より広く参照光を
入射する光学系と、
前記光情報格納媒体で再生される光のうち選択された記録領域で再生される選択再生光は
通過させ、前記記録領域の周辺で再生される隣接再生光を分離するフィルタと、
前記フィルタで分離された前記選択再生光を検出する再生光検出器と、
前記フィルタで分離された前記隣接再生光を検出する隣接再生光検出器と、
前記隣接再生光検出器で検出された前記隣接再生光を比較して前記選択再生光の再生条件
を制御する制御部とを備え、
前記再生条件は、前記参照光の入射角度、前記光情報格納媒体のティルティング状態のう
ちいずれか一つであることを特徴とする光情報処理装置。
【請求項１９】
互いに隣接する複数の記録領域を有する光情報格納媒体で選択された記録領域に前記選択
された記録領域より広く参照光を入射し、
前記選択された記録領域の隣接記録領域で再生される複数の隣接再生光を検出し、
前記隣接再生光を比較して選択再生光の再生条件を制御した後、前記選択再生光を取得し
、
前記再生条件は、前記参照光の入射角度、前記光情報格納媒体のティルティング状態のう
ちいずれか一つであることを特徴とする光情報再生方法。
【請求項２０】
互いに隣接する複数の記録領域を有する光情報格納媒体で選択された記録領域に前記記録
領域より広く参照光を入射し、
前記選択された記録領域の隣接記録領域で再生される複数の隣接再生光を取得し、
前記隣接再生光を比較して選択再生光の再生条件を制御し、
前記再生条件は、前記参照光の入射角度、前記光情報格納媒体のティルティング状態のう
ちいずれか一つであることを特徴とする光情報サーボ制御方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
本発明は光情報処理装置、光情報処理装置のサーボ制御方法、光情報記録方法、光情報再
生方法に関する。より詳しくは、光情報の記録時にトラック毎に異なるオフセット角度を
有する多重化角度で光情報を多重記録及び再生し、限界角度を外れた多重化角度は、限界
角度範囲内の角度に変更して多重記録及び再生し、共に再生される異なるトラックの再生
光を用いてサーボ制御を遂行するようにする光情報処理装置、光情報サーボ制御方法、光
情報記録方法、光情報再生方法に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
光学的なデータ処理装置は、ＤＶＤ、ＨＤ-ＤＶＤ、ブルーレイディスク（ＢＤ）、近接
場光情報処理装置、ホログラフィック光情報処理装置などがある。
【０００３】
ホログラフィック光情報処理装置は、光変調された信号光とこの信号光と交差して格納媒
体に干渉紋を作る参照光を格納媒体に入射してデータを格納する。そして、データの再生
は参照光だけを格納媒体の干渉紋に入射し、このとき、干渉紋で発生した回折によって格
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納媒体に入力されたデータが出力されるようにする。
【０００４】
ホログラフィック光情報処理装置は、記録容量を増大させるために参照光を一つの光点（
ｂｅａｍ　ｓｐｏｔ）に異なる角度で照射して多重にデータを格納することができる。そ
して、多重入力されたデータは、再生時、参照光だけを異なる角度で照射して出力できる
。すなわち、ホログラフィック光情報処理装置は一つの光点に多層、重畳（オーバーラッ
プ）状態のデータ入力と出力が可能な超大容量データ格納装置である。
【０００５】
ホログラフィック光情報処理装置は、データの記録密度を高めるために光を多重化する方
法を使用する。光を多重化させる方法では、角度多重化、位相コード多重化、波長多重化
、シフト多重化などの方法がある。ここで、角度多重化方法は参照光の入射角度を変化さ
せ多重化することであり、位相コード多重化は空間的に位相を変調して多重化することで
あり、波長多重化は波長可変レーザを用いて波長変化によって多重化することであり、シ
フト多重化は格納媒体を移動させつつ記録を多重化する方法がある。
【０００６】
一方、多重化されて記録された光情報の再生時に選択された記録領域の光情報だけでなく
選択されない隣接した記録領域の光情報と共に一部再生されることができる。この場合、
選択されない記録領域の光情報は、再生時雑音成分になるため、選択された記録領域で再
生される光情報の再生効率を落とすことができる。これを防止するために選択されない記
録領域で再生される光を遮断する技術がある。これに対する先行技術ではトムソンライセ
ンシング（Ｔｈｏｍｓｏｎ　ｌｉｃｅｎｓｉｎｇ）社の出願にかかる国際出願公開番号Ｗ
Ｏ２００４／１０２５４１、「Ｈｉｇｈ　ｄａｔａ　ｄｅｎｓｉｔｙ　ｖｏｌｕｍｅｔｒ
ｉｃ　ｈｏｌｏｇｒａｐｈｉｃ　ｄａｔａ　ｓｔｏｒａｇｅ　ｍｅｔｈｏｄ　ａｎｄ　ｓ
ｙｓｔｅｍ」がある。上記国際公開特許の場合はフィルタを用いて選択されない記録領域
で再生される光を遮断させると開示している。
【０００７】
一方、記録されたホログラフィック光情報の正確な再生のためにサーボ制御が行われなけ
ればならない。これのために先行技術が日本国の「オプトウェア社」の出願にかかる米国
公開特許２００５-００３０８７６、「Ｏｐｔｉｃａｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｒｅ
ｃｏｒｄｉｎｇ　ａｐｐａｒａｔｕｓ　ａｎｄ　ｏｐｔｉｃａｌ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏ
ｎ　ｒｅｐｒｏｄｕｃｉｎｇ　ａｐｐａｒａｔｕｓ」に開示されている。上記米国公開特
許の場合はサーボ制御のために別途のレーザ光源を使用すると開示している。
【０００８】
しかしながら、上述した通り、上記米国公開にかかる技術はサーボ制御のために別途のレ
ーザ光源を使用するため、サーボ制御のための光学系と装置の構成が複雑になり、また波
長が異なるサーボ制御用光源を使用するため、光情報格納媒体の構成も複雑になる問題点
がある。
【特許文献１】国際出願公開第ＷＯ２００４／１０２５４１号
【特許文献２】米国公開特許第２００５-００３０８７６号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
本発明の目的は、別途のサーボ制御用光を用いることなく、光情報の再生時選択された記
録領域周辺の隣接記録領域で再生された隣接再生光を検出して光情報再生のためのサーボ
制御が可能になるようにした光情報処理装置及び光情報再生方法、光情報サーボ制御方法
を提供することにある。
【００１０】
本発明の他の目的は、多数の記録領域で構成されたトラックに光情報を記録する時、それ
ぞれのトラック毎に異なるオフセット角度を有する参照光を多重角度に入射し、限界角度
範囲を外れる角度は限界角度範囲内の角度に変更して光情報を記録及び再生するようにす
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る光情報記録方法、光情報再生方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
前述した目的を達成するための本発明による光情報処理装置は、互いに隣接する複数の記
録領域を有する光情報格納媒体に上記記録領域より広く参照光を入射する光学系と、上記
光情報格納媒体で再生される光のうち選択された記録領域で再生される選択再生光は通過
させ、上記記録領域の周辺で再生される隣接再生光は分離するフィルタと、上記フィルタ
で分離された上記選択再生光を検出する再生光検出器と、上記フィルタで分離された上記
隣接再生光を検出する隣接再生光検出器と、上記隣接再生光検出器で検出された上記隣接
再生光を比較して上記選択再生光の再生条件を制御する制御部とを備える。
【００１２】
前述した目的を達成するための本発明による光情報記録方法は、光情報格納媒体に光情報
がローディングされた信号光を入射し、上記光情報格納媒体に多数の記録領域からなった
トラックを形成するために上記トラック毎に異なるオフセット角度を有する参照光を多重
角度に入射することを特徴とする。
【００１３】
前述した目的を達成するための本発明による光情報再生方法は、互いに隣接する複数の記
録領域を有する光情報格納媒体で選択された記録領域に上記選択された記録領域より広く
参照光を入射し、上記選択された記録領域の隣接記録領域で再生される複数の隣接再生光
を検出し、上記隣接再生光を比較して選択再生光の再生条件を制御した後、上記選択再生
光を取得することを特徴とする。
【００１４】
前述した目的を達成するための本発明による光情報処理装置のサーボ制御方法は、互いに
隣接する複数の記録領域を有する光情報格納媒体で選択された記録領域に上記記録領域よ
り広く参照光を入射し、上記選択された記録領域の隣接記録領域で再生される複数の隣接
再生光を取得し、上記隣接再生光を比較して選択再生光の再生条件を制御することを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１５】
以上のような本発明による光情報処理装置及び光情報記録方法、光情報再生方法、光情報
サーボ制御方法は、記録領域を部分重畳して光情報の記録密度を高め、選択された記録領
域の隣接した領域で再生された隣接再生光をサーボ制御用光として用いて光情報処理装置
の構成を単純化させ、限界角度を外れる角度は限界角度範囲内の角度に変更して参照光を
照射することによって光情報格納媒体の格納効率を高める効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
以下では本発明による光情報処理装置に対する実施形態に対して説明する。図１は本発明
の実施形態による光情報処理装置を示す概略図である。図１に示されたように本発明の実
施形態による光情報処理装置は、光源（１００）を備え、光源（１００）で放出された光
を信号光と参照光とに分離させる第１光分割器（１１０）を含む。
【００１７】
第１光分割器（１１０）は、偏光光分割器に水平偏光（Ｓ―Ｐｏｌａｒｉｚａｔｉｏｎ）
の性質を有する信号光（Ｓ波）は９０度方向に透過させ、垂直偏光（Ｐ―Ｐｏｌａｒｉｚ
ａｔｉｏｎ）の性質を有する参照光（Ｐ波）はそのまま透過させる。第１光分割器（１１
０）により光で分離された参照光の経路には光情報格納媒体（２１０）に参照光を入射さ
せるための回転ミラー（１２０）が置かれる。回転ミラー（１２０）は参照光を多重角度
で照射するためのガルバノミラーを使用することができる。
【００１８】
第１光分割器（１１０）により光で分離された信号光の経路には反射ミラー（１３０）が
配置されて光拡張器（１５０）へ信号光を案内する。光拡張器（１５０）は信号光が光変
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調器（１６０）の大きさに合うように拡張されてデータを積載できるように光を拡張させ
る。光拡張器（１５０）と反射ミラー（１３０）との間にはシャッタ（１４０）が備えら
れて光情報記録時開放されて信号光を通過させ、光情報再生時は遮蔽されて信号光を遮断
する。次いで、光情報データを積載するための光変調器（１６０）が配置される。そして
、光変調器（１６０）以後にはレンズ（１７０ａ、１７０ｂ）と第１フィルタ（１８０）
が設けられる。第１フィルタ（１８０）はレンズ（１７０ａ）を通過した光でスパイク性
雑音を除去させて強度分布が平坦な光を形成する。
【００１９】
第１フィルタ（１８０）以後にはλ／２偏光板（１９０）が置かれて信号光はＰ偏光に変
換され、以後第１フーリエ変換レンズ（２００）によりフーリエ変換されて格納媒体（２
１０）に入射される。格納媒体（２１０）はフォトポリマー（Ｐｈｏｔｏ　Ｐｏｌｙｍｅ
ｒ）系列の物質が使われることができ、記録領域によりトラックが形成されるディスク形
式やカード形式からなることができる。格納媒体（２１０）に形成されるトラックは互い
に異なる直径を有する円形、螺旋型、直線、サインカーブ（ｓｉｎｅｃｕｒｖｅ）形態を
有してもよい。
【００２０】
格納媒体（２１０）以後には再生された光をフォーカシングするための２つのレンズ（２
２０ａ、２２０ｂ）が配置され、レンズ（２２０ａ）とレンズ（２２０ｂ）との間に第２
光分割器（２３０）とλ／４偏光板（２４０）が置かれる。λ／４偏光板（２４０）は必
要な偏光方向の光を選択するために使われ、格納媒体（２１０）で再生されるＰ偏光の再
生光が第２フィルタ（２５０）で反射されて戻る時Ｓ偏光に変える役割をする。
【００２１】
２番目のレンズ（２２０ｂ）の次には第２フィルタ（２５０）が置かれ、第２フィルタ（
２５０）以後第２フーリエ変換レンズ（２６０）が配置される。第２フィルタ（２５０）
は中央に選択された記録領域の再生光だけを通過させることができるようにホール（２５
１）を備え、表面に反射層（２５２）が形成されて隣接記録領域で生成された隣接再生光
を反射させる。
【００２２】
第２フィルタ（２５０）を通過した選択された記録領域の再生光は、配置された再生光検
出器（２７０）で検出される。再生光検出器（２７０）はＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ―ｃｏｕ
ｐｌｅｄ　ｄｅｖｉｃｅ）又はＣＭＯＳ（ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ）のようなピクセ
ルアレイ（ｐｉｘｅｌ　ａｒｒａｙ）で構成された画像認識装置を使用してもよい。
【００２３】
第２フィルタ（２５０）の反射層で反射されたＰ偏光の隣接再生光はλ／４偏光板（２４
０）を通過しつつＳ偏光に変わって第２光分割器（２３０）で９０度方向に透過され、隣
接再生光を隣接再生光検出器（２９０）に案内するレンズ（２８０）を通過して隣接再生
光検出器（２９０）で検出される。隣接再生光検出器（２９０）はフォトダイオードから
なることができる。
【００２４】
隣接再生光検出器（２９０）で検出された光情報は、制御部（３００）に伝達され、制御
部（３００）は隣接再生光の光情報を分析して回転ミラー（１２０）の回転角度又は光情
報格納媒体（２１０）のティルティング状態を制御できる。
【００２５】
図２は本発明の実施形態による光情報処理装置でサーボ制御用隣接再生光検出器の受光状
態を示す平面図である。図２に示されたように隣接再生光検出器（２９０）は２つのフォ
トダイオード（２９１）（２９２）を備える。このような隣接再生光検出器（２９０）は
隣接再生光を検出して隣接再生光の光量情報を制御部（３００）に伝達するようになり、
制御部（３００）は隣接再生光の光量によって回転ミラー（１２０）の回転角度を調節し
たり、光情報格納媒体（２１０）のティルティング状態をサーボ制御する。
【００２６】
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一方、前述したように構成された本発明の実施形態による光情報処理装置によって光情報
が記録される光情報格納媒体（２１０）は多数の記録領域を有する。図３は本発明の実施
形態による光情報格納媒体のトラック構成を示す図面である。図３に示されたように本発
明の実施形態での光情報格納媒体（２１０）は互いに直径が異なる多数の第１トラック（
Ｔ１）、第２トラック（Ｔ２）、第３トラック（Ｔ３）で第nトラック（Ｔｎ）まで構成
される。そしてそれぞれのトラック（Ｔ１、Ｔ２、Ｔ３．．．Ｔｎ）は多数の記録領域か
らなる。
【００２７】
図４は光情報格納媒体に記録された光情報記録領域の重畳記録状態を示す図面である。図
４に示されたようにそれぞれの記録領域は互いに隣接した記録領域が互いに一部重畳され
て形成される。すなわち、一種のシフト多重化形態で記録される。具体的に第１トラック
（Ｔ１）に含まれる第１記録領域（ＬＡＹＥＲ１）、第２記録領域（ＬＡＹＥＲ２）、そ
して第３記録領域（ＬＡＹＥＲ３）は各々が第２トラック（Ｔ２）に含まれる第１記録領
域（ＬＡＹＥＲ１）、第２記録領域（ＬＡＹＥＲ２）、そして第３記録領域（ＬＡＹＥＲ
３）と部分的に重畳され、第２トラック（Ｔ２）の第１記録領域（ＬＡＹＥＲ１）、第２
記録領域（ＬＡＹＥＲ２）、第３記録領域（ＬＡＹＥＲ３）は第３トラック（Ｔ３）の第
１記録領域（ＬＡＹＥＲ１）、第２記録領域（ＬＡＹＥＲ２）、そして第３記録領域（Ｌ
ＡＹＥＲ３）と各々部分的に重畳される。
【００２８】
同一トラックに位置する記録領域も同一トラックの隣接した記録領域と部分的に重畳され
る。このような重畳記録は光情報の記録密度を高めるためである。そして、隣接した位置
の重畳された記録領域から再生される隣接再生光を光情報再生時サーボ制御用に使用する
ために一つの記録領域より広い参照光（Ｄ）を照射する。
【００２９】
以下では本発明の実施形態による光情報記録方法に対して説明する。図５は本発明の実施
形態による光情報記録方法を示すブロックフローチャートである。図５に示されたように
本発明の実施形態による光情報記録方法は、先に光情報格納媒体（２１０）にデータが積
載された信号光を入射する（Ｓ１００）。以後、複数の記録領域を有する格納媒体（２１
０）を生成するためにそれぞれのトラック毎に異なるオフセット角度を有する参照光を多
重角度に入射する（Ｓ１１０）。
【００３０】
参照光の角度が入射されることができる限界角度に達すれば（Ｓ１２０）、限界角度範囲
内の角度で参照光入射角度を変更（Ｓ１３０）して格納媒体（２１０）に入射させ、記録
領域が形成される（Ｓ１４０）。これに対し以下の表１と図６ａ、図６ｂを参照してより
具体的に実施形態を説明する。
【００３１】
【表１】

【００３２】
表１は、光情報格納媒体に多数のトラックを形成し、それぞれのトラックに１１個の記録
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領域を形成する時の多重化角度を例示的に示すものである。表１に示されたように同一ト
ラック内で隣接する記録領域は０.１度の角度で多重化される。そして、それぞれのトラ
ックが有する記録領域は異なるオフセット角度を有する。
【００３３】
すなわち、第１トラックの場合は、０.０１度のオフセット角度を有し、第２トラックは
０.０２度、第３トラックは０.０３度、第１００トラックは１.００度のオフセット角度
を有する。これはトラック別に０.０１度ずつの差異を有するオフセット角度を用いて多
重化角度で光情報を記録することを意味する。このとき、光情報格納媒体で最も直径が短
いトラックと最も直径が長いトラックは、ダミーデータ（ｄｕｍｍｙ　ｄａｔａ）を有す
るダミートラック（ｄｕｍｍｙ　ｔｒａｃｋ）であり、実質的な光情報が記録されないサ
ーボ制御のためのトラックであると見られる。
【００３４】
表１の場合はトラック別オフセット角度を０.０１度ずつ変化させて記録領域を形成した
。それぞれのトラック間オフセット角度は選択図カーブ（ａｎｇｌｅ　ｓｅｌｅｃｔｉｖ
ｉｔｙ　ｃｕｒｖｅ）によって設定されることができ、トラック間オフセット角度の差が
大きくなれば選択されたトラックの周辺トラックで再生される再生光の光量が小さく、ト
ラック間オフセット角度の差が小さくなれば回転ミラーの角度調節が容易でないため、適
当なオフセット角度の差が重要である。
【００３５】
しかしながら、多数のトラックを有する光情報格納媒体（２１０）である場合、トラック
間オフセット角度の差を適当に設定しても記録領域を形成させることができる限界トラッ
ク、すなわち、角度を調節するアクチュエータ及びレンズが角度を調節することができる
範囲内のトラックを除外した残りのトラックには記録領域を形成することは難しい。
【００３６】
記録領域の重畳限界は図６ａに示されており、図６ａは光情報格納媒体記録領域の重畳限
界を示す簡略図である。例えば、角度調節が容易な範囲、すなわち、限界角度が１.５０
度とする時、表１に示されたように、第５０トラックの場合、０.５０のオフセット角度
を有するようになり、第１記録領域は０.５０度、第２記録領域は０.６０度、第３記録領
域は０.７０度、第４記録領域は０.８０度、第５記録領域は０.９０度、第６記録領域は
１.００度、第７記録領域は１.１０度、第８記録領域は１.２０度、第９記録領域は１.３
０度、第１０記録領域は１.４０度、第１１記録領域は１.５０度で形成される。
【００３７】
従って、第１トラックから第５０トラックまでは第１記録領域から第１１記録領域が全て
形成されることができるが、第５１トラックは第１記録領域が０.５１度から始まって第
１１記録領域では１.５１度の値を有するため、限界角度１.５０度を超過して第１１記録
領域を形成できなくなる。
【００３８】
限界角度で、第５１トラックから第６０トラックまでは第１記録領域から第１０記録領域
、第６１トラックから第７０トラックまでは第１記録領域から第９記録領域、第７１トラ
ックから第８０トラックまでは第１記録領域から第８記録領域、第８１トラックから第９
０トラックまでは第１記録領域から第７記録領域、第９１トラックから１００トラックま
では第１記録領域から第６記録領域だけが形成される。
【００３９】
格納媒体（２１０）の格納容量を活用するためには図６ｂのようで限界角度範囲内の角度
で参照光の照射角度を変更して他の記録領域を形成することが重要である。図６ｂは限界
角度を外れた参照光を限界角度範囲内の角度に変更して光情報格納媒体に記録領域を形成
した簡略図である。
【００４０】
格納容量の活用のために限界角度の範囲に変更させる参照光の角度は、トラックに記録さ
れた光情報を再生時、選択されたトラックとその周辺トラックで出る再生光量の差を区別
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できるように変更しなければならない。従って、元来の記録方法と同じように同一トラッ
ク内に隣接する記録領域は０.１度で多重化させ、トラック間の隣接する第１記録領域は
０.０１度ずつ差をおいて記録することが望ましい。
【００４１】
例えば、第１００トラックの場合は、第１記録領域を１.００度から形成したので、限界
範囲０.０１度～０.９９度以下の角度を活用した記録領域は存在しない。従って、第１記
録領域から第６記録領域まで形成した後に、第１２記録領域（０.９０度）、第１３記録
領域（０.８０度）、第１４記録領域（０.７０度）などのような順序で記録領域を追加的
に形成し、トラック及び記録領域増加時、格納媒体の格納容量を更に活用できる。
【００４２】
図７は本発明の実施形態による光情報再生方法を示すフローチャートである。図４に示さ
れたように互いに隣接した複数の記録領域を有する光情報格納媒体（２１０）に選択され
た一つの記録領域を含みつつ、更に面積が拡張された参照光（Ｄ）を入射可能な限界角度
まで照射する（Ｓ２００）。
【００４３】
限界角度以上の角度に達すれば（Ｓ２１０）、限界角度範囲内の角度に変更して参照光を
入射する（Ｓ２２０）。このとき、選択された記録領域より参照光の面積が大きいため、
隣接した記録領域でも再生光が発生する。
【００４４】
選択された記録領域の選択再生光と隣接した記録領域の隣接再生光は、光情報格納媒体（
２１０）で発生してフィルタ（２５０）に進行され、選択された記録領域の再生光はフィ
ルタのホール（２５１）を通過し、隣接再生光はフィルタ表面の反射層（２５２）で反射
される。反射された隣接再生光は隣接再生光検出器（２９０）で検出（Ｓ２３０）され、
隣接再生光の光情報によって選択再生光の再生条件が制御（Ｓ２４０）されて選択再生光
の光情報検出（Ｓ２５０）が行われる。
【００４５】
隣接再生光検出器（２９０）で検出される光情報は以下で説明する図８を参照する。図８
は本発明の実施形態による光情報処理装置により選択されたトラックの光情報が再生され
る時、隣接トラックで発生された再生光の光量を比較して示すグラフである。
【００４６】
選択された記録領域を含みつつ、更に面積が拡張された参照光を光情報格納媒体（２１０
）の選択記録領域に照射すれば、選択された記録領域はもちろん選択された記録領域に隣
接した隣接記録領域の再生光まで発生される。これは記録密度を高めるために記録領域の
一部と隣接した記録領域の一部を重畳して格納媒体（２１０）に記録したためである。
【００４７】
しかしながら、選択された記録領域で最大光量を検出できる角度と隣接した記録領域で最
大光量を検出できる角度は各々異なるため、光量の差を比較できる。
【００４８】
それぞれのトラックで検出した光量を比較すると、第１トラックの第１記録領域は０.０
１度の角度で回折効率が最も大きく、第２トラックの第１記録領域は０.０２度、第３ト
ラックの第１記録領域は０.０３度で回折効率が最も大きい。
【００４９】
例えば、第２トラックに形成された第１記録領域の光情報を再生する場合、正確に０.０
２度の入射角で参照光を照射すれば、第２トラックで発生する選択再生光の光量（I２）
は第１トラックと第３トラックで再生される隣接再生光の光量（Ｉ１、Ｉ３）より大きく
、第１トラックと第３トラックで発生される再生光の光量（Ｉ１、Ｉ３）は互いに類似す
る値を有する。
【００５０】
しかしながら、入射角度が一方向に偏ったり変化されれば第１トラックと第３トラックで
発生する再生光の光量（Ｉ１、Ｉ３）差は大きくなる。このような現象は照射される角度
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の影響だけでなく、光情報格納媒体のティルティング状態と収縮状態によっても影響を受
ける。
【００５１】
従って、制御部（３００）は第１トラックと第３トラックで発生する再生光の光情報を分
析し、上記光情報によって入射角度を調節して第２トラックで生成される再生光の光情報
を正確に検出できる。
【００５２】
図９は図８によってサーボ制御が行われる方法を示すフローチャートである。
【００５３】
まず、互いに隣接した複数の記録領域を有する光情報格納媒体（２１０）に選択された一
つの記録領域を含みつつ、更に面積が拡張された参照光を入射可能な限界角度まで照射す
る（Ｓ３００）。以後、限界角度以上の角度に達すれば（Ｓ３１０）、限界角度範囲内の
角度に変更して参照光を入射する（Ｓ３２０）。
【００５４】
このとき、選択された記録領域より参照光の面積が大きいため、隣接した記録領域でも再
生光が発生する。選択された記録領域の選択再生光と隣接した記録領域の隣接再生光は光
情報格納媒体（２１０）で発生してフィルタ（２５０）へ進行され、選択された記録領域
の再生光はフィルタのホール（２５１）を通過し、隣接再生光はフィルタ表面の反射層（
２５２）で反射される。このとき、フィルタのホール（２５１）大きさは一つの記録領域
で再生された再生光だけを通過させる大きさで形成されている。従って、選択された記録
領域の選択再生光はフィルタのホール（２５１）を通過するが、隣接記録領域で再生され
た隣接再生光はフィルタのホール（２５１）が通過できなくてフィルタ表面の反射層（２
５２）に向かう。
【００５５】
隣接再生光の光情報は、隣接再生光検出器で検出（Ｓ３３０）され、サーボ制御用で使わ
れる。以後、隣接再生光の光量差異によって正確な位置へのサーボ制御が行われる
（Ｓ３４０）。
【００５６】
前述したような本発明の実施形態による光情報処理装置及びこれのためにサーボ制御方法
、光情報記録方法、光情報再生方法、そして光情報サーボ制御方法は、当業者によって構
成要素の一部又は方法の一部を変形して異なるように実施できる。すなわち、例えば、フ
ィルタに別途の反射層を形成することなく、フィルタ自体に受光素子を装着して隣接再生
光の強度が取得でき、又は３つ以上の受光素子を設けて３個所以上の位置に対する光の強
度を検出することによって、さらに正確なサーボ制御が可能になる。しかしながら、この
ような変形された他の実施形態が本発明の必須構成要素を含まれば全て本発明の技術的範
疇に含まれるとみるべきである。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の実施形態による光情報処理装置を示す構成図である。
【図２】本発明の実施形態による光情報処理装置でサーボ制御用隣接再生光検出器の受光
状態を示す平面図である。
【図３】本発明の実施形態による光情報処理装置で光情報格納媒体のトラック構成を示す
図面である。
【図４】光情報格納媒体に記録された光情報記録領域の重畳記録状態を示す図面である。
【図５】本発明の実施形態による光情報記録方法を示すブロックフローチャートである。
【図６ａ】光情報格納媒体にトラックの増加で記録領域の重畳限界を示す簡略図である。
【図６ｂ】限界角度を外れた参照光を限界角度範囲内の角度に変更して光情報格納媒体に
記録領域を形成した簡略図である。
【図７】本発明の実施形態による光情報再生方法を示すフローチャートである。
【図８】本発明の実施形態による光情報処理装置により選択されたトラックの光情報が再



(11) JP 5049035 B2 2012.10.17

10

生される時、隣接トラックで発生した再生光の光量を比較して示すグラフである。
【図９】図８によってサーボ制御が行われる方法を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００５８】
１００　光源
１１０　第１光分割器
１２０　回転ミラー
１４０　シャッタ
１５０　光拡張器
１６０　光変調器
１７０ａ、１７０ｂ　レンズ
２１０　格納媒体
２５０　フィルタ
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